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(水平方向) 

(鉛直方向) 

(a) 加速度時刻歴波形

(水平方向) (鉛直方向) 

(b) 加速度応答スペクトル

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-13 図 S-S 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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地震応答解析結果 

S-S 断面の最大加速度分布を第 4-14 図に示す。 

 

(Ss-A，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-A，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13)  
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(Ss-B1，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B1，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 
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(Ss-B2，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B2，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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(Ss-B3，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B3，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 
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(Ss-B4，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B4，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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(Ss-B5，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B5，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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(Ss-C1，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C1，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 
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(Ss-C2(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(NS)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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(Ss-C3(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(NS)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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(Ss-C3(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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(Ss-C4(NS)，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(NS)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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(Ss-C4(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-14 図 S-S 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 

 

  

6421



227 

 

Z-Z 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

入力地震動の設定結果 

Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-15 図に示

す。 

 

(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-AH，V)(1/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速
度
(
cm
/s

2
)

時間 (s)

MAX.=400.0cm/s2（16.78s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(c
m
/s

2 )

時間 (s)

MAX.=476.8cm/s2（14.45s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速
度
(
cm
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

周期(s)

h=0.05

6429



235 

 

 

(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-15 図 Z-Z 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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地震応答解析結果 

Z-Z 断面の最大加速度分布を第 4-16 図に示す。 

 

(Ss-A，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-A，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13) 
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(Ss-B1，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B1，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 
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(Ss-B2，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B2，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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(Ss-B3，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B3，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 
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(Ss-B4，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B4，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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(Ss-B5，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B5，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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(Ss-C1，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C1，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 
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(Ss-C2(NS)，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(NS)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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(Ss-C3(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(NS)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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(Ss-C3(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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(Ss-C4(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(NS)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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(Ss-C4(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-16 図 Z-Z 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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a-a 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

入力地震動の設定結果 

a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-17 図に示

す。 

 

(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-AH，V)(1/13)  
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速
度

(
cm
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=413.4cm/s2（7.91s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
c
m
/s

2
)

時間 (s)

MAX.=387.6cm/s2（7.77s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速
度
(
cm
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

6457



263 

 

 

(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-17 図 a-a 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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地震応答解析結果 

a-a 断面の最大加速度分布を第 4-18 図に示す。 

 

(Ss-A，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-A，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13) 
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(Ss-B1，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B1，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 
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(Ss-B2，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B2，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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(Ss-B3，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B3，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 
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(Ss-B4，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B4，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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(Ss-B5，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B5，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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(Ss-C1，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C1，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 
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(Ss-C2(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(NS)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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(Ss-C3(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(NS)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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(Ss-C3(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(EW)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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(Ss-C4(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(NS)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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(Ss-C4(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-18 図 a-a 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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b-b 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

入力地震動の設定結果 

b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-19 図に示

す。 

 

 

(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-AH，V)(1/13)  
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速
度

(
cm
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=316.2cm/s2（9.83s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速
度
(
cm
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

6484



290 

 

 

(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-19 図 b-b 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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地震応答解析結果 

b-b 断面の最大加速度分布を第 4-20 図に示す。 

 

(Ss-A，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-A，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13)  
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(Ss-B1，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B1，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13)  
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(Ss-B2，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B2，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13)  
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(Ss-B3，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B3，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13)  
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(Ss-B4，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B4，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13)  
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(Ss-B5，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-B5，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13)  
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(Ss-C1，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C1，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13)  
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(Ss-C2(NS)，水平) 

 
単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(NS)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C2(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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(Ss-C3(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(NS)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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(Ss-C3(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C3(EW)，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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(Ss-C4(NS)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(NS)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 

  

6498



304 

 

(Ss-C4(EW)，水平) 

 

単位(m/s2) 

 

 

(Ss-C4(EW)，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-20 図 b-b 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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1. 概要 

本資料は，「Ⅳ－１－３－１－３ 屋外重要土木構造物の地震応答計算書作成の基本方

針」に基づき，前処理建屋／分離建屋／精製建屋／高レベル廃液ガラス固化建屋／ウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋／制御建屋／非常用電源建屋／冷却水設備の安全冷却水系

／主排気筒／主排気筒管理建屋間洞道のうち TX70 の地震応答解析結果について説明する

ものである。 

 

2. 位置及び構造概要 

2.1 位置 

TX70 の位置図を第 2-1 図に示す。 

 

 
 

第 2-1 図 TX70 位置図 

  

N 

PN 

6502



 

2 

 

2.2 構造概要 

TX70 は，耐震安全上重要な機器・配管系を間接的に支持する鉄筋コンクリート造の地

中構造物であり，岩盤に直接支持されている。 

TX70 の周辺は埋戻し土，一部に六ヶ所層及び改良地盤 B である。 

TX70 の平面図を第 2-2 図，縦断面図を第 2-3 図，評価対象断面を第 2-4 図に示す。 
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（単位：mm） 

第 2-2 図 TX70 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：mm） 

第 2-3 図 TX70 縦断面図 

 

：TX70 検討範囲外 

鷹架層 ：TX70 検討範囲外 
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第 2-4 図(1) TX70 断面図(V-V 断面) 

 

 

 

 

第 2-4 図(2) TX70 断面図(W-W 断面) 

  

6505



 

5 

 

 

 

第 2-4 図(3) TX70 断面図(X-X 断面) 

 

 

 

 

第 2-4 図(4) TX70 断面図(Y-Y 断面) 
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3. 地震応答解析モデルの設定結果 

3.1 V-V 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.1.1 地震応答解析モデル 

 V-V 断面の地震応答解析モデルを第 3-1 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素または平面応力要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

(単位：m) 

 

第 3-1 図 V-V 断面の地震応答解析モデル 
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3.1.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-1 表に，材料の物性値を第 3-2 表に示す。 

 

第 3-1 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 23.5N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-2 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.25×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.1.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性を

考慮する。地盤の物性値を第 3-3 表及び第 3-2 図に示す。 
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第 3-3 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
(kN/m3) 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-2 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-2 図(1) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-2 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-2 図(2) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

中
央
地
盤)

 

22.00 ～ 37.35 18.2 0.406 1,075 0.03 

4.00 ～ 22.00 18.2 0.399 1,192 0.03 

-18.00 ～ 4.00 17.8 0.393 1,225 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 
第 3-2 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

第 3-2 図(2) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.2 W-W 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.2.1 地震応答解析モデル 

W-W 断面の地震応答解析モデルを第 3-3 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

(単位：m) 

 

第 3-3 図 W-W 断面の地震応答解析モデル 
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3.2.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-4 表に，材料の物性値を第 3-5 表に示す。 

 

第 3-4 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 23.5N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-5 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.25×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.2.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土，六ヶ所層及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひず

み依存性を考慮する。地盤の物性値を第 3-6 表及び第 3-4 図に示す。 
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第 3-6 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
(kN/m3) 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-4 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-4 図(1) 

参照 

六ヶ所層 17.0 0.41 
303 

G/G0～γ曲線は 
第 3-4 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-4 図(2) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-4 図(3)参照 

h～γ曲線は 
第 3-4 図(3) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 37.55 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 

 
第 3-4 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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第 3-4 図(2) 六ヶ所層の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

 

第 3-4 図(3) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.3 X-X 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.3.1 地震応答解析モデル 

X-X 断面の地震応答解析モデルを第 3-5 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素または平面応力要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

(単位：m) 

 

第 3-5 図 X-X 断面の地震応答解析モデル 
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3.3.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-7 表に，材料の物性値を第 3-8 表に示す。 

 

第 3-7 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 23.5N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-8 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.25×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.3.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土，六ヶ所層及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひず

み依存性を考慮する。地盤の物性値を第 3-9 表及び第 3-6 図に示す。 
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第 3-9 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-6 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-6 図(1) 

参照 

六ヶ所層 17.0 0.41 
303 

G/G0～γ曲線は 
第 3-6 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-6 図(2) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-6 図(3)参照 

h～γ曲線は 
第 3-6 図(3) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 37.55 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G（N/mm2）：動せん断弾性係数，G0（N/mm2）：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 

 
第 3-6 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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第 3-6 図(2) 六ヶ所層の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

 

第 3-6 図(3) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.4 Y-Y 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.4.1 地震応答解析モデル 

Y-Y 断面の地震応答解析モデルを第 3-7 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

(単位：m) 

 

第 3-7 図 Y-Y 断面の地震応答解析モデル 
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3.4.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-10 表に，材料の物性値を第 3-11 表に示す。 

 

第 3-10 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 23.5N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-11 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.25×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.4.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土，六ヶ所層及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひず

み依存性を考慮する。地盤の物性値を第 3-12 表及び第 3-8 図に示す。 
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第 3-12 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
(kN/m3) 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-8 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-8 図(1) 

参照 

六ヶ所層 17.0 0.41 
303 

G/G0～γ曲線は 
第 3-8 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-8 図(2) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-8 図(3)参照 

h～γ曲線は 
第 3-8 図(3) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 37.65 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 

 
第 3-8 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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第 3-8 図(2) 六ヶ所層の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

 

第 3-8 図(3) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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4. 入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

4.1 V-V 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

4.1.1 入力地震動の設定結果 

V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-1 図に示す。 

 

 

(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60 70

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=418.6cm/s2（7.94s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60 70

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=377.4cm/s2（10.54s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
cm

/s
2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

6525



 

25 

 

 

(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
cm

/s
2
)

時間 (s)

MAX.=392.8cm/s2（7.92s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
cm

/s
2
)

時間 (s)

MAX.=362.6cm/s2（7.77s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
cm

/s
2
)

周期(s)

h=0.05

6531



 

31 

 

 

(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-1 図 V-V 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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4.1.2 地震応答解析結果 

V-V 断面の最大加速度分布を第 4-2 図に示す。 

 

(Ss-A，水平) 

 

単位(m/s2) 

(Ss-A，鉛直) 

 
単位(m/s2) 

第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13)  
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(Ss-B1，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-B1，鉛直)  

 

 

単位(m/s2) 

第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 

  

6536



 

36 

 

(Ss-B2，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-B2，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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(Ss-B3，水平)  
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(Ss-B3，鉛直) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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(Ss-C1，水平) 
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(Ss-C1，鉛直) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 
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(Ss-C2(NS)，水平) 
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(Ss-C2(NS)，鉛直) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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(Ss-C4(EW)，水平) 
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(Ss-C4(EW)，鉛直) 
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第 4-2 図 V-V 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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4.2 W-W 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

4.2.1 入力地震動の設定結果 

W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-3 図に示す。 
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(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-AH，V)(1/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60 70

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=472.7cm/s2（8.57s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60 70

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=356.8cm/s2（6.87s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
cm

/s
2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

6550



 

50 

 

 

(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=611.4cm/s2（7.55s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=299.7cm/s2（7.56s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
cm

/s
2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/s

2
)

周期(s)

h=0.05

6554



 

54 

 

 

(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-3 図 W-W 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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4.2.2 地震応答解析結果 

W-W 断面の最大加速度分布を第 4-4 図に示す。 
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(Ss-B1，水平) 
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(Ss-B1，鉛直) 
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第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 
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第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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(Ss-B3，水平) 
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(Ss-B3，鉛直) 
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第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 
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(Ss-B4，水平) 
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第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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(Ss-B5，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-B5，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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(Ss-C1，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C1，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 

  

6567



 

67 

 

(Ss-C2(NS)，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C2(NS)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C2(EW)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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(Ss-C3(NS)，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C3(NS)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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(Ss-C3(EW)，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C3(EW)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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(Ss-C4(NS)，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C4(NS)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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(Ss-C4(EW)，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-C4(EW)，鉛直) 

 
 

単位(m/s2) 

第 4-4 図 W-W 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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4.3 X-X 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

4.3.1 入力地震動の設定結果 

X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-5 図に示す。 

 

 

（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-AH，V）（1/13） 
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（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-B1H，V）（2/13） 
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（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-B2H，V）（3/13） 
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（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-B3H，V）（4/13） 
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（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-B4H，V）（5/13） 
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（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-B5H，V）（6/13） 
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（水平方向） 

 

（鉛直方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水平方向） （鉛直方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（Ss-C1H，V）（7/13） 
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（NS 方向） 

 

（EW 方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（NS 方向） （EW 方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ss-C2NS，EW）（8/13） 
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（UD 方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

（UD 方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ss-C2UD）（9/13） 
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（NS 方向） 

 

（EW 方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（NS 方向） （EW 方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ss-C3NS，EW）（10/13） 
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（UD 方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

（UD 方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：Ss-C3UD）（11/13） 
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（NS 方向） 

 

（EW 方向） 

 

 (a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（NS 方向） （EW 方向） 

（NS 方向） （EW 方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（水平方向：Ss-C4NS，EW）（12/13） 

  

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
cm
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=519.9cm/s2（7.51s) 

-800
-600
-400
-200

0
200
400
600
800

0 10 20 30 40 50 60

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

時間 (s)

MAX.=495.8cm/s2（8.29s) 

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速
度

(
cm
/
s
2
)

周期(s)

h=0.05

0

1000

2000

3000

0.01 0.1 1 10

加
速

度
(
c
m
/
s
2
)

周期(s)

h=0.05

6585



 

85 

 

 

（UD 方向） 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

（UD 方向） 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-5 図 X-X 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

（鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直)）（13/13） 
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4.3.2 地震応答解析結果 

X-X 断面の最大加速度分布を第 4-6 図に示す。 

 

（Ss-A，水平） 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-A，鉛直） 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13)  
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（Ss-B1，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-B1，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 
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（Ss-B2，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-B2，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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（Ss-B3，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-B3，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 
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（Ss-B4，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-B4，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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（Ss-B5，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-B5，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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（Ss-C1，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-C1，鉛直） 

 
 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 
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（Ss-C2(NS)，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-C2(NS)，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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（Ss-C2(EW)，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-C2(EW)，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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（Ss-C3(NS)，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-C3(NS)，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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（Ss-C3(EW)，水平） 

 

 

単位(m/s2) 

 

（Ss-C3(EW)，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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（Ss-C4(NS)，水平） 
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（Ss-C4(NS)，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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（Ss-C4(EW)，水平） 
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（Ss-C4(EW)，鉛直） 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-6 図 X-X 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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4.4 Y-Y 断面の入力地震動の設定結果及び地震応答解析結果 

4.4.1 入力地震動の設定結果 

Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトルを第 4-7 図に示す。 
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第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-AH，V)(1/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B1H，V)(2/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 
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(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B2H，V)(3/13) 
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(水平方向) 
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(a) 加速度時刻歴波形 
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(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B3H，V)(4/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 
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(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B4H，V)(5/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 
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(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-B5H，V)(6/13) 
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(水平方向) 

 

(鉛直方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水平方向) (鉛直方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(Ss-C1H，V)(7/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C2NS，EW)(8/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C2UD)(9/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C3NS，EW)(10/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：Ss-C3UD)(11/13) 
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(NS 方向) 

 

(EW 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(NS 方向) (EW 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(水平方向：Ss-C4NS，EW)(12/13) 
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(UD 方向) 

 

(a) 加速度時刻歴波形 

 

 

(UD 方向) 

 

(b) 加速度応答スペクトル 

 

第 4-7 図 Y-Y 断面の入力地震動の加速度時刻歴波形及び加速度応答スペクトル 

(鉛直方向：一関東評価用地震動(鉛直))(13/13) 
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4.4.2 地震応答解析結果 

Y-Y 断面の最大加速度分布を第 4-8 図に示す。 

 

(Ss-A，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

(Ss-A，鉛直) 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-A)(1/13)  
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(Ss-B1，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-B1，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-B1)(2/13) 
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(Ss-B2，水平) 

 
 

単位(m/s2) 

 

(Ss-B2，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-B2)(3/13) 
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(Ss-B3，水平) 

 

 

単位(m/s2) 

 

(Ss-B3，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-B3)(4/13) 

  

6616



 

116 

 

(Ss-B4，水平) 
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(Ss-B4，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-B4)(5/13) 
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 (Ss-B5，水平) 
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(Ss-B5，鉛直) 
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第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-B5)(6/13) 
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(Ss-C1，水平) 
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(Ss-C1，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C1)(7/13) 
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(Ss-C2(NS)，水平) 
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(Ss-C2(NS)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(NS))(8/13) 
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(Ss-C2(EW)，水平) 
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 (Ss-C2(EW)，鉛直) 

 

 

単位(m/s2) 

第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C2(EW))(9/13) 
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(Ss-C3(NS)，水平) 
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(Ss-C3(NS)，鉛直) 
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第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(NS))(10/13) 
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第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C3(EW))(11/13) 
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(Ss-C4(NS)，鉛直) 
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第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(NS))(12/13) 
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第 4-8 図 Y-Y 断面の最大加速度分布図(Ss-C4(EW))(13/13) 
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1. 概要 

本資料は，「Ⅳ－１－３－１－３ 屋外重要土木構造物の地震応答計算書作成の基本方

針」に基づき，前処理建屋／分離建屋／精製建屋／高レベル廃液ガラス固化建屋／ウラ

ン・プルトニウム混合脱硝建屋／制御建屋／非常用電源建屋／冷却水設備の安全冷却水系

／主排気筒／主排気筒管理建屋間洞道のうち TY10E の地震応答解析について説明するもの

である。 

 

2. 位置及び構造概要 

2.1 位置 

TY10E の位置図を第 2-1 図に示す。 

 

第 2-1 図 TY10E 位置図  

N 

PN 
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2.2 構造概要 

TY10E は，耐震安全上重要な機器・配管系を間接的に支持する鉄筋コンクリート造の地

中構造物であり，岩盤に直接またはマンメイドロック（以下，「MMR」という。）を介して

支持されている。 

TY10E の周辺は埋戻し土，一部に六ヶ所層，流動化処理土及び改良地盤 Bである。 

TY10E の平面図を第 2-2 図，縦断面図を第 2-3 図，評価対象断面を第 2-4 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：mm) 

第 2-2 図 TY10E 平面図 

 

：TY10E 検討範囲外 
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（単位：mm） 

 

第 2-3 図 TY10E 縦断面図 

 

：TY10E 検討範囲外 

鷹架層 
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4 

 

 

 

第 2-4 図(1) TY10E 断面図(c-c 断面) 

 

 

 

第 2-4 図(2) TY10E 断面図(d-d 断面) 

 

 

 

 

第 2-4 図(3) TY10E 断面図(e-e 断面) 
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第 2-4 図(4) TY10E 断面図(f-f 断面) 

 

 

 

第 2-4 図(5) TY10E 断面図(g-g 断面) 

 

 

 

 

第 2-4 図(6) TY10E 断面図(h-h 断面) 
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第 2-4 図(7) TY10E 断面図(i-i 断面) 

 

 

 

 

第 2-4 図(8) TY10E 断面図(j-j 断面) 
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3. 地震応答解析モデルの設定結果 

3.1 c-c 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.1.1 地震応答解析モデル 

c-c 断面の地震応答解析モデルを第 3-1 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素または平面応力要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

 

第 3-1 図 c-c 断面の地震応答解析モデル 
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3.1.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-1 表に，材料の物性値を第 3-2 表に示す。 

 

第 3-1 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-2 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.1.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土及び流動化処理土については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性

を考慮する。地盤の物性値を第 3-3 表及び第 3-2 図に示す。 
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第 3-3 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-2 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-2 図(1) 

参照 

流動化処理土 16.0 0.42 
380 

G/G0～γ曲線は 
第 3-2 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-2 図(2) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 36.05 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 
第 3-2 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

第 3-2 図(2) 流動化処理土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.2 d-d 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.2.1 地震応答解析モデル 

d-d 断面の地震応答解析モデルを第 3-3 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

 

第 3-3 図 d-d 断面の地震応答解析モデル 
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3.2.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-4 表に，材料の物性値を第 3-5 表に示す。 

 

第 3-4 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-5 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.2.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土及び流動化処理土については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性

を考慮する。地盤の物性値を第 3-6 表及び第 3-4 図に示す。 
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第 3-6 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-4 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-4 図(1) 

参照 

流動化処理土 16.0 0.42 
380 

G/G0～γ曲線は 
第 3-4 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-4 図(2) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 36.05 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D(m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 
第 3-4 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

第 3-4 図(2) 流動化処理土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.3 e-e 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.3.1 地震応答解析モデル 

e-e 断面の地震応答解析モデルを第 3-5 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

 

第 3-5 図 e-e 断面の地震応答解析モデル 
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3.3.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-7 表に，材料の物性値を第 3-8 表に示す。 

 

第 3-7 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-8 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.3.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土及び流動化処理土については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性

を考慮する。地盤の物性値を第 3-9 表及び第 3-6 図に示す。 
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第 3-9 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-6 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-6 図(1) 

参照 

流動化処理土 16.0 0.42 
380 

G/G0～γ曲線は 
第 3-6 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-6 図(2) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 36.05 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 
第 3-6 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

第 3-6 図(2) 流動化処理土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.4 f-f 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.4.1 地震応答解析モデル 

f-f 断面の地震応答解析モデルを第 3-7 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

 

第 3-7 図 f-f 断面の地震応答解析モデル 
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3.4.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-10 表に，材料の物性値を第 3-11 表に示す。 

 

第 3-10 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-11 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.4.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土及び流動化処理土については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性

を考慮する。地盤の物性値を第 3-12 表及び第 3-8 図に示す。 
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第 3-12 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-8 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-8 図(1) 

参照 

流動化処理土 16.0 0.42 
380 

G/G0～γ曲線は 
第 3-8 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-8 図(2) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 37.55 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 
第 3-8 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

第 3-8 図(2) 流動化処理土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.5 g-g 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.5.1 地震応答解析モデル 

g-g 断面の地震応答解析モデルを第 3-9 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 
 

第 3-9 図 g-g 断面の地震応答解析モデル 

  

（粘性境界）

（
粘

性
境

界
）

（
粘
性

境
界

）

125.000

53.500 5.400

（自由地盤）（自由地盤）

地 質 区 分

0 50 100.0m

埋戻し土

鷹架層(東側地盤)

ＭＭＲ

改良地盤Ｂ

60.00

40.00

20.00

 0.00

-20.00

6.300

53.500

6.300

(単位：m)

6646



 

20 

 

3.5.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-13 表に，材料の物性値を第 3-14 表に示す。 

 

第 3-13 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 23.5N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-14 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.25×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.5.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性を

考慮する。地盤の物性値を第 3-15 表及び第 3-10 図に示す。 
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第 3-15 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-10 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-10 図(1) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-10 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-10 図(2) 

参照 

MMR 23.0 0.20 8,021 0.05 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 36.10 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 
第 3-10 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

第 3-10 図(2) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.6 h-h 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.6.1 地震応答解析モデル 

h-h 断面の地震応答解析モデルを第 3-11 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素または平面応力要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

第 3-11 図 h-h 断面の地震応答解析モデル 
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3.6.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-16 表に，材料の物性値を第 3-17 表に示す。 

 

第 3-16 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-17 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.6.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土，六ヶ所層及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひず

み依存性を考慮する。地盤の物性値を第 3-18 表及び第 3-12 図に示す。 
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第 3-18 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-12 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-12 図(1) 

参照 

六ヶ所層 17.0 0.41 
303 

G/G0～γ曲線は 
第 3-12 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-12 図(2) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-12 図(3)参照 

h～γ曲線は 
第 3-12 図(3) 

参照 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 37.25 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 
第 3-12 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

6651



 

25 

 

 

第 3-12 図(2) 六ヶ所層の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

 

第 3-12 図(3) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.7 i-i 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.7.1 地震応答解析モデル 

i-i 断面の地震応答解析モデルを第 3-13 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

 

第 3-13 図 i-i 断面の地震応答解析モデル 
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3.7.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-19 表に，材料の物性値を第 3-20 表に示す。 

 

第 3-19 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-20 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.7.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土，六ヶ所層及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひず

み依存性を考慮する。地盤の物性値を第 3-21 表及び第 3-14 図に示す。 
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第 3-21 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-14 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-14 図(1) 

参照 

六ヶ所層 17.0 0.41 
303 

G/G0～γ曲線は 
第 3-14 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-14 図(2) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-14 図(3)参照 

h～γ曲線は 
第 3-14 図(3) 

参照 

MMR 23.0 0.20 8,021 0.05 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 34.97 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 

 
第 3-14 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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第 3-14 図(2) 六ヶ所層の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 

 

 

 

第 3-14 図(3) 改良地盤 B の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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3.8 j-j 断面の地震応答解析モデルの設定結果 

3.8.1 地震応答解析モデル 

j-j 断面の地震応答解析モデルを第 3-15 図に示す。 

a. 解析領域 

解析領域は，側方境界及び底面境界が構造物の応答に影響しないように，構造物と

側方境界及び底面境界との距離を十分に広く設定する。 

b. 境界条件 

解析領域の側方境界及び底面境界には，エネルギーの逸散効果を評価するため，粘

性境界を設ける。 

c. 構造物のモデル化 

構造物は，はり要素または平面応力要素でモデル化する。 

d. 地盤のモデル化 

地盤は，地質区分に基づき，平面ひずみ要素でモデル化する。 

 

 

 

第 3-15 図 j-j 断面の地震応答解析モデル 
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3.8.2 使用材料及び材料の物性値 

使用材料を第 3-22 表に，材料の物性値を第 3-23 表に示す。 

 

第 3-22 表 使用材料 

材料 諸元 

コンクリート 設計基準強度 29.4N/mm2 

鉄筋 SD345 

 

第 3-23 表 材料の物性値 

材料 
単位体積重量 

(kN/m3) 

ヤング係数 

(N/mm2) 
ポアソン比 

コンクリート 
24.0 

2.43×104 
0.2 

鉄筋 2.05×105 

 

3.8.3 地盤の物性値 

地盤の物性値は，「Ⅳ－１－１－２ 地盤の支持性能に係る基本方針」に示す物性値を

用いる。 

埋戻し土，六ヶ所層及び改良地盤 B については，動せん断弾性係数及び減衰定数のひず

み依存性を考慮する。地盤の物性値を第 3-24 表及び第 3-16 図に示す。 
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第 3-24 表 地盤の物性値一覧 

 単位体積重量 
（kN/m3） 

動ポアソン比 
初期せん断 

弾性係数(N/mm2) 
減衰定数 

埋戻し土 17.8+0.0274D 0.39 
60.7+8.20D 

G/G0～γ曲線は 
第 3-16 図(1)参照 

h～γ曲線は 
第 3-16 図(1) 

参照 

六ヶ所層 17.0 0.41 
303 

G/G0～γ曲線は 
第 3-16 図(2)参照 

h～γ曲線は 
第 3-16 図(2) 

参照 

改良地盤 B 16.9 0.33 
1,100 

G/G0～γ曲線は 
第 3-16 図(3)参照 

h～γ曲線は 
第 3-16 図(3) 

参照 

MMR 23.0 0.20 8,021 0.05 

(
T
.
M
.
S
.
L
.
m
)
 

鷹
架
層(

東
側
地
盤)

 

23.00 ～ 34.60 15.7 0.435 538 0.03 

-18.00 ～ 23.00 15.3 0.407 855 0.03 

D (m)：地表からの深度 

G(N/mm2)：動せん断弾性係数，G0(N/mm
2)：初期せん断弾性係数 

γ：せん断ひずみ，h：減衰定数 

 
第 3-16 図(1) 埋戻し土の動せん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性 
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